
横浜天声キリスト教会　　週報　第 16 巻 32 号（No.600）　　2021 年 8 月 8 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　ガラテヤ 4:28-31　･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ ９番　聖なる、聖なる、聖なるかな

*交読文　････････････････ ３７番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ １７４番　神の息よ

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：朴執事　天声：小林伝道師

賛美　･･････････････････ ３９７番　ひかりの高地

メッセージ　･･････････････ 約束の子となるか、肉による子となるか(創世記 16 章)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ ３９６番　主イエスのみ名高く

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（第二テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　 こうして、預言の言葉は、＿＿にいっそう確実なものになった。＿＿も、夜が明け、明星がの

ぼって、＿＿の心の中を照すまで、この預言の言葉を暗やみに輝くともしびとして、それに目をと

めているがよい。聖書の預言はすべて、自分勝手に解釈すべきでないことを、まず第一に知るべ

きである。なぜなら、預言は決して人間の意志から出たものではなく、人々が聖霊に感じ、神に

よって語ったものだからである。(２ペテロ 1:19-21)

　そして主は＿＿を外に連れ出して言われた、「天を仰いで、星を数えることができるなら、数え

てみなさい」。また＿＿に言われた、「＿＿の子孫はあのようになるでしょう」。

＿＿は主を信じた。主はこれを＿＿の義と認められた。(創世記 15:5-6)

　しかし、上なるエルサレムは、自由の女であって、＿＿の母をさす。すなわち、こう書いてある、

＿＿「喜べ、不妊の女よ。声をあげて喜べ、産みの苦しみを知らない女よ。ひとり者となっている

女は多くの子を産み、＿＿その数は、夫ある女の子らよりも多い」。＿＿よ。あなたがたは、イサク

のように、約束の子である。しかし、その当時、肉によって生れた者が、霊によって生れた者を迫

害したように、今でも同様である。しかし、聖書はなんと言っているか。「女奴隷とその子とを追い

出せ。女奴隷の子は、自由の女の子と共に相続をしてはならない」とある。だから、＿＿よ。＿＿

は女奴隷の子ではなく、自由の女の子なのである。（ガラテヤ 4:26-31）

メッセージ概要

　前回の創世記 15 章で、アブラハムに与えられた祝福を継ぐ者は、家のしもべではなく、直接アブラハム

から生まれる子だ、という確約が与えられた。とはいえ、そのような子が与えられる気配は一向に無く、自分

も妻も高齢で、子を産めない、という現実が、重くのしかかっていた。このような時、何か謎解きをするかの

ように、解決方法を考案したり、検索したり、と、神様が示していない手段に頼ろうとすると、罠にかかる。

　しかしサラは、思案してしまう。神様は、「アブラハムの身から」出る子が跡継ぎになる、とは言ったけれど、

「サラの身から」とは言わなかった。という事は、エジプトの奴隷女・ハガルに代理で産ませれば（当時はそ

のような風習もあった）、「神様が実現できていなかった約束を、自分は実現させられるのではないか」、と。

　私達は、そういった浅ましい「謎解き」を、してはならない。神様が与えようとしているものは、ぞうきんを

絞ってようやくひねり出すような貧弱なものではない。空に何万と輝く星々のような、どでかい祝福である。 

　天を見上げつつ、御霊によって導かれるなら、通常は不可能に思える事でも、平安の内に望み見る事が

できる。しかし、現実を見て、肉的な思考で導かれるなら、そのとたん、不安と焦りで一杯になってしまう。

　サラは自分と夫の老いた様を見て、エジプトの奴隷女ハガルに代理でアブラハムの子を産ませようとした。

それは、最もやってはならない事である。神の国の法則に反する「エジプト流」の思考の持ち主に、自分の

家庭や子育て、ビジネスをつかさどる重要ポストに据えてはならない。神様は、人の思考や世の解決方法

を土台に、神の国を建てあげるようなお方ではないからだ。世の人は、神様の方法を「愚か」と見る。しかし

神の愚かさは人よりも賢く、神の弱さは、人よりも強い。もし、私達の信仰が、世の人の主張よりも、弱くなり

がちなら、私達は、世の意見を聞くのではなく、聖徒の交わりの中で、神様の方法を更に強固にすべきだ。

　預言の言葉は、人が、私的解釈をしてはならない。それがあまりに壮大すぎて理解できない時は、暁の

光が差し出るまで、その言葉を、暗い所を照らすともし火として目を留めていると良い。(２ペテロ 1:19-21)

　サラが考案した通りに、女奴隷ハガルをアブラハムに与えた所、ハガルは実にあっさり子供を身ごもった。

こうしてアブラハムに、念願の子ができたが、それは本当に、神様の御心どおりだったのだろうか？それが

御心どおりかどうかは、ガラテヤ      5      章の、肉の実のリストと、御霊の実のリストを見比べば、明確に分かる。  

　ハガルは、身ごもった事が分かると、高慢がむらむらと芽生え、女主人に見下た態度を取るようになった。

肉の実は明白で、次のようなものである。不品行、汚れ、好色、偶像礼拝、魔術、敵意、争い、そねみ、憤

り、党派心、分裂、分派、ねたみ、酩酊、遊興、そういった類のものだ。パウロは言う。こんなことを「している

（パラッソ）」者達は、神の国を相続する事は、無い、と。「パラッソ」は、「実行する」「取り立てる」「強要する」

「暮らしを成り立たせていく」であり、これらを思考の土台とし、生活の土台として暮らしている人は、神の国

を相続できない。結局ハガルを通して、アブラハム一家に分裂や敵意が生じ、肉の実が結ばれてしまった。

　聖書は、ハガルが身籠った子は「肉によって生まれた者」と断定している（ガラテヤ 4:29）。肉によって生

まれたものは、奴隷である。「奴隷の女とその子供を追い出せ。奴隷の女の子供は決して自由の女の子供

と共に相続人になってはならない。」(同 30節)と書かれてある。肉によって生まれた者や、肉による生成物

は、神様の祝福の地、すなわち、年のはじめから終わりまで主の目が注がれた、あの天の雨で潤った地は  、  

相続できない。だから私達は、自分の思考や力で、神様の約束を成就させようとは、考えないほうがいい。

　サラは言った。『わたしが受けた「害（ハーマース）」はあなたの責任です。』(創世記 16:5)　ハーマースは  、  

秩序を「犯す」事、正当な権威関係を破壊する不当な行為を表す。家庭や職場で、主が定めた秩序を壊

すような態度が、にょろにょろ出て来たなら、それを踏みつけ、支配するべきだ(創世記 1:28)。
　ハガルは、女主人サラの追及に耐えられなくなり、逃げ出した。しかし主は憐れみ深く、ハガルに現れ、

アブラハムの家でやり直すためのアドバイスを与えられた。すなわち、女主人の元で身を低くしなさい、と。

ハガルはそれを受け入れ、正しい立ち位置に身を置いた結果、子孫の祝福が約束された。私達も、傲慢

がにょろにょろ出て、追放されるような思いをした時は、正しい権威関係の下に身を置くべきである。

　結局、今回の騒動は、それぞれがおるべき正しい立ち位置を飛び出し、身勝手に行動した結果だった。

私達は、御言葉の約束が中々成らない、と感じる時は、暁の光が昇るまで、暗い所を照らすともしびとして  、  

約束に目を留めて、待ち望むべきだ。そうして、時にかなった約束の成就を得る皆さんでありますように！



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～
English Service　　　          　　 14:00～
 ※月に一度、成田出張礼拝のためお休みします。

　　詳しくはお問い合わせ下さい。

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:30～
金曜祈祷会                                   19:30～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会  

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 16 巻 32 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021 年 8 月 8 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠yahoo.co.jp

聖書メッセージをメールで

お届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://voice.of.christ.yokohama/
http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

